














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 　　①『明季南略』卷之三に「［順治二年 / 弘光元年二月］十二乙丑・・・中書の陳爊　自から擁護するに勞（功績）有り
と陳
の
べ，考選を與えられんことを願うも，許されず」（『明季南略』卷之三・「二月甲乙史」条）とある。
 　屈大均（原名は紹隆，或いは邵龍，字は翁山，一字は泠君。廣東番禺の人。崇禎三年（一六三〇）〜？。
明季の諸生）の『皇明四朝成仁錄』は，陳爊についてつぎのようにいう。
 　　陳爊，字は胤業，孟津の人なり。崇禎十六年の進士なり。［江蘇］青浦知縣を授けらる。將に任に赴か
んとするに，會たま弘光　登極すれば，［陳爊は福王弘光帝（福王由崧）に］南京に朝
ちょう
（朝見）す。上（福
王弘光帝）　初め潛邸（即位前）に在りて之を識る。［そこで］中書舍人に改む。子の伯兪　［崇禎］
十五年の舉人に中（ごうかく）す。上（福王弘光帝）　出狩する時，［陳］爊　駕を追わんと欲するも，
及ばずを慮り，遂に之に死す。［陳］伯兪　父の屍を抱きて慟哭し，亦た死す（『皇明四朝成仁錄』卷六・
南都死節諸臣傳・「陳爊」条）。
 　陳爊，字は胤業，河南孟津の人で，崇禎十六年癸未科（一六四三）三甲九十五名で進士となり，江蘇青浦
縣知縣に任命される。赴任しようとした時，たまたま福王由崧が即位し，陳爊は福王弘光帝（福王由崧）に
南京で朝見した。上（福王弘光帝）は，もともと即位前から陳爊を知っていた。そこで，陳爊を外官の青浦
縣知縣から京官の中書舍人に改めた。陳爊の子供の陳伯兪は崇禎十五年（一六四二）に舉人となっていた。
上（福王弘光帝）が北京に連行される時，付き従いたいと望んだが，かなわないことを慮って，亡くなる。
陳伯兪も父親の亡骸を抱き慟哭して亡くなった，という。
 　高承埏（字は愚公，一字は澤外。浙江秀水の人。崇禎十三年庚辰科（一六四〇）三甲六十八名の進士）の
『自靖錄考略』（咸豐戊午（咸豐八年：一八五八年）嘉興竹里王氏槐花吟館刊本）では，
 　　中書舍人の陳爊，字は允葉，號は士逹。河南孟津の人。崇禎癸未の進士なり。子の壬午（崇禎十五年）
の舉人の陳伯俞と俱に自縊して之に死す。一に云う，中書の陳士逹（陳爊）は，上元の人なり，と（『自靖錄考
略』卷四・江南殉難上・江甯府順治乙酉・「陳爊子伯俞」条・三葉）。
 とあり，自縊したとはっきりという。
↙
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に拝謁した。福王由崧（福王弘光帝）は，「旧年の功績」について言及してくださった。陳爊は，
感じ入りまた恥じながら，謹んで明朝を中興する四つの大務を述べました。それは，「天を敬
して以て人心を收む」，「祖を法とし以て久安を貽る」，「人を用いて以て股肱と爲す」，「進講　
以て經筵を御す」です。この後，もしも拝謁がかなうならば，僅かではあるが愚悃（自己の誠
意）をお示したい，と上奏したという。
陳爊によれば，洛陽陥落後，福王世子由崧は，陳家河から黄河を渡り，さらに夾河を渡って
孫家灘に至ったというのである。
この時のことだと考えられるが，孟津縣の王鏞と王無黨
8）
とが，福王世子由崧の黄河渡航
の援助を行っている。南明政権成立後，二人は，この功績によって，錦衣衛指揮僉事に任命さ
れる。
8） 　王鏞について，兄弟の王鐸（河南孟津の人。天啓二年壬戌科（一六二二）三甲五十八名の進士）の『擬山
園選集』はつぎのようにいう。
 　　王鏞，諸生。准貢と爲る。渡河擁護の功を以て世蔭錦衣衛指揮僉事たり・・・・後，［順治三年（一六四六）
四月八日に］睢陳衟僉事と爲る。又た冀寧衟僉事と爲り，［そして，順治五年（一六四八）九月十九日に］
淛（浙）江布政司金衢道右叅議に陞る
②
（『擬山園選集』卷七十六・王氏譜・「王鏞」条・十七葉）。
 　　①乾隆四年重修『大清世祖體天隆運定統建極英睿欽文顯武大德弘功至仁純孝章皇帝實錄』卷之二十五・「順治三年四月
甲申（八日）」条に「・・・・王鏞　睢陳道［僉事］に委署（官員事務の代行）するも，・・・旨もて定奪（官員の選
考の認否）するを請う，と。旨を得て，・・・王鏞は，道（睢陳道僉事）を以て用いよ・・・」とある。
 　　②乾隆四年重修『大清世祖體天隆運定統建極英睿欽文顯武大德弘功至仁純孝章皇帝實錄』卷之四十・「順治五年九月庚
辰（十九日）」条に「山西冀寧道僉事の王鏞もて浙江布政使司參議と為す」とある。
 　王鏞は，明の諸生。福王の世子由崧（後の福王弘光帝）の黄河渡航を護衛した功績で，南明政権で世蔭錦
衣衛指揮僉事に任ぜられる。後，清政権に降り，順治三年（一六四六）四月八日に睢陳道僉事に任命され，
冀寧道僉事をへて，順治五年（一六四八）九月十九日に浙江布政司金衢道右參議となる。
 　王無黨について，父の王鐸（河南孟津の人。天啓二年壬戌科（一六二二）三甲五十八名の進士）の『擬山
園選集』はつぎのようにいう。
 　　王無黨，字は大公。廪生貢元。渡河擁護の功を以て世襲錦衣衛指揮僉事たり。［そして］都指揮掌衛事
同知に陞る。［清朝に投誠し，順治四年（一六四七）九月二十九日に］山西分巡河東鹽政，整理錢法平
陽兵備道僉事に改め授けらる
①
。［そして，順治八年（一六五一）十月二十一日に］山東布政司濟南道右
參議に陞る
②
。負氣（意気込んで）に讀書し，天下を視て足る無しとし，以て其の意に當る者は，善く射
するの禦侮（武臣）なりとす。乙
マ
丑
マ③
（康熙二十四年：一六八五年），姜賊の亂に會し，屬する所の諸城
　俱に潰ゆ。［しかし，王無黨は］陴の登り衆に誓いて，晝夜十七日　火礟を備え，矢石を冒
おか
す。城　
危うくして，復た安んず。數十萬の命を全活（保全）す。今に至るも平水（山西臨汾縣）　之を祠る・・・
季（年少）の四十一［歳で］疾を以て終う（『擬山園選集』卷七十六・王氏譜・「王無黨」条・十九葉）。
 　　①乾隆四年重修『大清世祖體天隆運定統建極英睿欽文顯武大德弘功至仁純孝章皇帝實錄』卷之三十四・「順治四年九月
丙寅（二十九日）」条に，「投誠する指揮同知の王無黨を以て，山西按察使司僉事，分巡河東道と為す」とある。
 　　②乾隆四年重修『大清世祖體天隆運定統建極英睿欽文顯武大德弘功至仁純孝章皇帝實錄』卷之六十一・「順治八年十月
乙丑（二十一日）」条に「山西僉事・河東道の王無黨　山東布政使司叅議・濟南道と為す」とある。
 　　③明の大同總兵官で清政権に降り，そのまま大同總兵官を任命されていた姜瓖の清政権に対する叛乱は，順治五年（戊
子）十二月に始まり，順治六年（己丑）八月に鎮圧される。したがって，この「乙丑」は，「己丑」の誤字ではない
かと推測できる。
 　また，『清史列傳』は，貳臣傳乙に列せられた王鐸傳に附して，王無黨をつぎのようにいう。
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『明季南略』では，つぎのようにいう。
六月廿二日，福府千户の常應俊
9）
を封じて襄衛伯と爲し，青浦知縣の陳爊を補して中書
舍人と爲し，王鐸の弟の［王］鏞・子の［王］無黨に世襲錦衣指揮使を予う。蓋し［常］
應俊は，本と革工なり。弘光（福王弘光帝）の出亡するに值りて，［常］應俊　之を負い
て雪中數十里を行き，難を脱す。［王］鏞・［陳］爊・［王］無黨は，俱に扈衛し功有る者
なり（『明季南略』卷之二・「封常應俊」条）。
六月二十二日，福王府の千户の常應俊を襄衛伯に封じ，青浦知縣の陳爊を中書舍人とし，王鐸
の弟の王鏞と王鐸の子の王無黨に世襲錦衣指揮使をあたえた。おそらく常應俊は，もともと革
工（革細工）で，弘光（福王弘光帝）の避難する時に，福王弘光帝を背負って，雪道を数十里
も行き，危機を脱したからであろう。王鏞・陳爊・王無黨は，みな福王弘光帝につき従った
功績があったからである。
日付はないが，王鐸の『擬山園選集』にも，
王鏞，諸生。准貢と爲る。渡河擁護の功を以て世蔭錦衣衛指揮僉事たり・・・・（『擬山園
選集』卷七十六・王氏譜・「王鏞」条・十七葉）。
王無黨，字は大公。廪生貢元（貢生の尊稱）。渡河擁護の功を以て世襲錦衣衛指揮僉事たり。
［そして］都指揮掌衛事同知に陞る・・・・（『擬山園選集』卷七十六・王氏譜・「王無黨」条・
十九葉）。
とあり「渡河擁護」の功によるという。
ちなみに，王鏞の弟で，王無黨の父の王鐸も，南明政権で重用されているので，やはりこの
ことにかかわっていたと推測できる。
屈大均（原名は紹隆，或いは邵龍，字は翁山，一字は泠君。明季の諸生）は，『皇明四朝成
仁錄』で，つぎのようなコメントを述べる。
［河南］孟津は，蕞爾（ごくちっぽけな）なる小邑なり。陳氏父子・叔姪・兄弟及び王鐸
父子・兄弟　皆な文章科第を以て顯わる。上（福王弘光帝）の敵（李自成）を孟津に避く
るや，［王］鐸父子・兄弟及び［陳］爊　皆な嘗て左右に在り。上（福王弘光帝）の登極
するに，舊恩を推
おしはか
り，［王］鐸を以て禮部尚書と爲し，入閣して辦事（事務を処理する）
さす。弟の［王］鏞・子の［王］無黨も各々世襲錦衣衛指揮使たり。［上（福王弘光帝）の］
 　　［王鐸の］長子の無黨，初め明に仕えて指揮同知たり。本朝に入り，山西河東道に官たり。姜瓖　叛す
るの時，巡撫の祝世昌　其の賊を禦ぐに功有りと奏す。尋いで濟東道に遷る（『清史列傳』卷七十九・
貳臣傳乙・「王鐸子無黨」条）。
 王無黨は，字は大公，明の時の廪生。福王の世子由崧（後の福王弘光帝）の黄河渡航を護衛した功績で，南
明政権で世襲錦衣衛指揮僉事に任ぜられる。後，清政権に降り，順治四年（一六四七）九月二十九日に山西
分巡河東鹽政，整理錢法平陽兵備道僉事に任命され，順治八年（一六五一）十月二十一日に］山東布政司濟
南道右參議に昇進する。山西分巡河東鹽政，整理錢法平陽兵備道僉事であった時，姜瓖の叛乱鎮圧に功績が
あった，という。
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恩　亦た厚し。敵（清政権の軍）　至り，［王］鐸と子・弟等　復た高爵を膺
う
く。李明睿　
曰く，敵　未だ南下せざる時，［王］鐸　先ず降書有りて新廷に在り，と（『皇明四朝成仁
錄』卷六・南都死節諸臣傳・「陳爊」条）。
河南孟津は，ごくちっぽけな邑である。陳氏や王氏の一族は，みな科挙によって名高い。上（福
王弘光帝）が李自成の軍から避難してきた時，王鐸父子・兄弟と陳爊は，上（福王弘光帝）の
左右に侍っていた。上（福王弘光帝）が即位すると，そのもとの恩義を推し量って，王鐸を禮
部尚書とし，入閣して事務を処理させた。王鐸の弟の王鏞と王鐸の子供の王無黨もそれぞれ世
襲錦衣衛指揮使となった。上（福王弘光帝）の恩義は，はなはだ厚かったのである。清政権の
軍がやってくると，王鐸とその子と弟は，また高い爵位を授けた。李明睿は，「清政権の軍がやっ
てくる前に，王鐸はまず降伏の文章を書いて，清政権の宮中にいた」と言った，という。
9） 　六月二十二日，福王府の千户であった常應俊は，福王の世子由崧（後の福王弘光帝）を護衛した功績で襄
衛伯に封ぜられる。南明政権が崩壊すると，清政権に降る。順治「實錄」によると，行禮定國大將軍和碩豫
親王多鐸らの順治二年五月二十八日の上奏文に，清政権の軍が南京に進駐した時に出迎えた官員の中に，
「項
マ
城
マ
伯常應俊」の名前が見える。
 　　・・・・十五日，我軍　南京に至る。忻城伯の趙之龍，魏國公の徐州爵，保國公の朱國弼，隆平侯の張
拱日，臨淮侯の李祖述，懷寧侯の孫維城，靈璧侯の湯國祚，安遠侯の柳祚昌，永康侯の徐弘爵，定遠侯
の鄧文囿，項
マ
城
マ
伯の常應俊，大興伯の鄒順益，寧晉伯の劉允基，南和伯の方一元，東寧伯の焦夢熊，安
城伯の張國才，洛中伯の黃周鼎，成安伯の柯祚永，駙馬の齊贊元，内閣大學士の王鐸，翰林程正の揆張
居，禮部尚書の錢謙益，兵部侍郎の朱之臣・梁雲搆・李綽，給事中の林有本・陸朗・王之晉・徐方來・
莊則敬及び都督十六員，巡捕提督一員，副將五十五員を率い，并せて城内の官民と迎え降る・・・・（乾
隆四年重修『大清世祖體天隆運定統建極英睿欽文顯武大德弘功至仁純孝章皇帝實錄』卷之十六・「順治
二年五月己酉（二十八日）」条）。
 　そして，順治四年五月二十一日に，賊黨の王道士と通謀したとして，誅せられる。
 　　［順治四年五月］辛酉（二十一日）・・・・投誠伯常應俊，總兵の李際遇・馬儒齊・黃明先・丁啓光，副
將の王士永・一把撒・夏五岳・賈應逵・駱和蕭・劉方侯，參將の喬松，遊擊の滕和齊・于起範・馮可松・
傅有功，都司馬の崇臣・衛士龍，守備の李豪・張嵩，閒散官の丁啓睿等，賊黨の王道士と通謀するに坐
して，其の兄弟及び子と併せて俱に誅に伏す（『大清世祖體天隆運定統建極英睿欽文顯武大德弘功至仁
純孝章皇帝實錄』卷之三十二・「順治四年五月辛酉（二十一日）」条）。
 　なお，『明季南略』（康煕十年（一六七一）に脱稿）では，義に殉じた人たちのなかに，宦官と乞兒がいた
ことを紹介する。
 　　［清朝の軍が南京に進駐してから義に殉じた人たちを列挙し］・・・・死するも名を知らざる者は，秦淮
河中に投ずる馮小璫と百川橋の下の乞兒なり。小璫は色を以て［幸せられ］，卒に身を以て殉ず。乞兒
は詩を橋上に題して，「三百年來　養士の朝，文武　盡く皆な逃ぐるを如何せん。綱・常（三綱五常）
は卑田院に留まりて在り，乞丐　命一條を存するを羞ず」と云う有り（『明季南略』卷之四・「南京遇變
諸臣」条）。
 　そして，『明季南略』の著者の計六奇（字は用賓，号は天節子，別に九峰居士と書す。江蘇無錫の人。諸生。
明 ･ 天啓二年（一六二二）〜？）は，つぎのような意見を書いている。
 　　弘光の時，古史　經て見ざる者の二事有り。其の始めて［南明政権を］立つるや革工の常應俊　伯に封
ぜらる。其の［南明政権の］失するに及ぶや乞兒　難に死す。一は勳臣，一は忠臣の異なりあり。然れ
ども伯に封ぜらるるは，遇なり，［常］應俊爲るは易し。難に死するは，義なり，乞兒爲るは難し。予（計
六奇）　思うに乞兒は常の人に非ず，蓋し隱君子なり。一死を以て當時の大臣の乞兒に如かざる者を愧
じんと欲す八月初一　書す（『明季南略』卷之四・「南京遇變諸臣」条）。
↙
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なお，任命の日付については，『明季甲乙兩年彙畧』には，「太后の從人」として，
［崇禎十七年十月乙卯朔］太后の從人の庸
ママ
（鏞）・王無黨　世々指揮（南京錦衣衛指揮僉事）
を授く（第二卷・「［崇禎十七年］十月乙卯朔」条）。
として，崇禎十七年十月朔日とする。また，『國榷』も，この任命を崇禎十七年十月朔日に掛
けている。
［崇禎十七年十月乙卯朔］王庸
ママ
（鏞）・王無黨　世々南京錦衣衛指揮僉事を授く。俱に大學
士の王鐸の子
ママ
なり。舟もて慈鑾（福王世子由崧の車駕）を渡すを以てなり（『國榷』卷
一百一・「思宗崇禎十七年十月乙卯朔」条・六一五三頁）。
この後，福王の世子由崧はどこで避難していたのかはよく分からない。ただ，『綏寇紀略』に，
つぎのように記す。
・・・・審理の李春茂，典膳の張守賢，典樂の劉文魁　縋城（城壁からたらした縄によっ
て降りる）して遁ぐ。世子も亦た走
に
げ免る。官兵に遇い，腰に寶物有るを疑われ，其の裳
を裂かれ，道の旁に裸露（身ぐるみはがれる）す。一
ひとり
の護衞軍を得て牽挽され河（黄河）
を過ぎ，孟縣に廬（廬に居て守喪に服す）す・・・・（『綏寇紀略』卷八・汴渠墊）。
審理の李春茂，典膳の張守賢，典樂の劉文魁は，城壁からたらした縄によって降りて逃げた。
福王世子由崧も逃げ出して脱出できた。しかし，官兵に出会い，腰に宝物を付けているのでは
ないかと疑われ，着物を裂かれて，道のかたわらで身ぐるみはがれた状態でいた。たまたま，
ひとりの護衞軍がいて，福王世子由崧をひっぱって黄河を渉り，孟縣で喪に服した，という。
ここで「孟縣に廬（喪に服した）す」と記されていることからすると，洛陽脱出後は孟縣に滞
在していたのかもしれない。なお，これまで検討してきたように黄河を渉る時には，孟津の王
鏞・王無黨・陳爊などの人たちが援助したとあるので，「一
ひとり
の護衞軍」が連れて渡ったとは言
うのは誇張しすぎではないだろうか。
しかし，『國榷』によると，崇禎十四年九月十日に洛陽に戻るよう命ぜられている。
［崇禎十四年九月］癸未（十日），福世子由崧に命じて河南に還らしむ（『國榷』卷
九十七・「思宗崇禎十四年九月癸未（十日）」条・五九〇六頁）。
ただ，崇禎十五年十月二十五日に洛陽は，ふたたび闖軍によって攻め落とされる。
［崇禎］十五年十月二十五日，闖寇　再び郡城（郡治の所在地）を陷
せめおと
す（乾隆十年重修『洛
陽縣志』卷之十・祥異・十一葉）。
この時，洛陽城の城壁は破壊されていたため（乾隆十年重修『洛陽縣志』（卷二・地理・
十八葉）に「闖寇　洛を陷し，民を屠り，平城・土城　一時倂びに毀たる」とある），籠城も
できず，福王の世子由崧はまた逃げ出したと推測できる。
この後，『山陽縣志』卷二十一・雜記二・「崇禎十七年三月・四月」条の所引の『淮城日記』・
「路振飛傳」（光緒『淮安府志』（卷四十・雜記・二十二葉〜二十二葉）も同じ）に「河南の亂
れてより後，國母と懷慶に寄居す」とあるので，河南懷慶にいたようである。そして，『國榷』
60 経済理論　385号　2016年9月
によると，崇禎十七年正月に河南懷慶も危なくなったので出発したと記されている。
［崇禎十七年］正月庚寅朔，［福王由崧］寇警（敵軍の侵入警報）の廹まるを聞き，懷慶を
發す（『國榷』卷一百一・「思宗崇禎十七年正月庚寅朔」条・六〇六六頁）。
なお，避難中の崇禎十六年五月癸丑（二十一日）に，福王世子由崧は，福王を嗣ぎ，福王世
子から福王となる。
［崇禎十六年五月癸丑（二十一日）］福世子由崧　福王を嗣ぐ（『國榷』卷九十九・「崇禎
十六年五月癸丑（二十一日）」条・五九七七頁）
さて，福王由崧は，崇禎十七年正月五日に，金寶の再交付を願い出ている。『國榷』卷
一百・「思宗崇禎十七年一月甲午（五日）」条・六〇一三頁
福王由崧　前寇に金寶を失う
①
。［そこで］補給を請う（『國榷』卷一百・「思宗崇禎十七年
正月甲午（五日）」条・六〇一三頁）。
①欽差巡撫河南の高名衡の報告によると，「世子の册・寶　亦た幸いに見在（現存）し保護さる」とあるので，
洛陽が初めて攻め落とされた崇禎十四年正月の時には，福王世子の金寶は残っていた。
『明季南略』所引の「紀」には，「玉
ママ
寶」についての奏上を行なったことを記した後に，「蓋
し」として「福王世子は，自分の玉
ママ
寶を竊
ぬす
んで賊に贈っていた」という憶測が付け加えられて
いる。
『紀』に云う，福嗣王（福王世子由崧）　奏すらく，「玉
ママ
寶　實に係
こ
れ存する無し」と。蓋
し世子爲りし時，自
みずか
ら竊
ぬす
みて以て賊に送りし者なり。福嗣王は，卽ち帝（福王弘光帝）な
り
①
（『明季南略』卷之一・甲申四月五月事・「赧皇帝」条）。
①『明季甲乙兩年彙畧』（卷之一・「崇禎十七年正月甲午（五日）」条・二葉）・『明季甲乙彚編』（卷之一・「崇
禎十七年正月甲午（五日）」条）にも，福嗣王（福王世子由崧）　奏すらく，「王
ママ
寶　實に係
こ
れ存する無し」
と。葢し世子爲りし時，自
みずか
ら竊
ぬす
みて以て賊に送りし者なり」と記す。
なお，この憶測について，すでに徐鼒
し
（字は彝舟，号は亦才。江蘇六合の人。嘉慶十五年
（一八一〇）〜同治元年（一八六二）。道光二十五年乙巳恩科（一八四五）三甲六十六名の進士）
が『小腆紀年附考』（咸豐十一年〔一八六一〕成る）において，つぎのような意見を述べている。
徐鼒　曰く，・・・・南都　君を立てるに，福王の不忠不孝の議有り。［そうして］「王寶
　存する無きは，世子（福王由崧）　竊
ぬす
みて以て賊に獻
ママ
ずと爲す」と疑う者有るに至る。［福
王］由崧　愚なりと雖も，胡ぞ樂しみて此れを爲さんや。此れ蓋し之を惡む者の已
は な は
甚だし
きの詞，篤論に非ざるなり（『小腆紀年附考』卷第三・「［崇禎十七年二月］壬戌（三日），
闖賊陷明懷慶，廬江王載堙及其子翊檭死之。福王由崧走衛輝」条）。
南明政権で，天子を擁立するのにあたって，福王由崧が「不忠不孝」であるとの議論があった。
そうして，「王寶を失ってしまったのは，福王由崧が王寶を竊
ぬす
んで賊に献じたためである」と
疑うものが出てきた。福王由崧が愚かであっても，どうして喜んでこのようなことをするのだ
ろうか。これは，福王由崧をよく思わない者の極論で，適切な意見ではない，と徐鼒はいう。
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さて，『明季南略』によれば，懷慶が陥落したのは二月三日（『國榷』によれば二日）であり，
福王由崧は，母の鄒氏を軍中に置き捨てて，急いで衛輝府に逃げ込み潞王をたよった，と記さ
れる。
十七年二月三日壬戌，懷慶府　夜變あり。帝（弘光帝：福王由崧）　母（鄒氏）と東門を
走り出で，母を兵の間に棄つ。狼狽（急いで）して衛輝府に走り潞王を依
たよ
る（『明季南略』
卷之一・「赧皇帝」条）。
『國榷』卷一百・「思宗崇禎十七年二月辛酉（二日）」条においても同様の事を伝えているが，
「［崇禎十七年］正月庚寅朔，［福王由崧］寇警（賊軍の侵入警報）の廹まるを聞き，懷慶を發す」
（『國榷』卷一百一・「思宗崇禎十七年正月庚寅朔」条・六〇六六頁）とも記し，それぞれの日
付が混乱している。
［崇禎十七年二月辛酉（二日）］懷慶府　守らず，福王［由崧］　出奔す。太妃と相い失う。
遂に衛輝に至り，潞王を依
たよ
る（『國榷』卷一百・「思宗崇禎十七年二月辛酉（二日）」条・
六〇二一頁）。
ここで，「潞王を依
たよ
る」と記述するのは，福王由崧より潞王常淓がすぐれているという理解
が前提で付け加えられたことであった。
さらに言うと，『明季南略』で「帝（弘光帝：福王由崧）　母（鄒氏）と東門を走り出で，母
を兵の間に棄つ」とするのは，やはり悪意を込めた僅かばかりの書き換えではないだろうか。
なぜならば，『國榷』（卷一百・「思宗崇禎十七年二月辛酉（二日）」条・六〇二一頁）と同じく，
『綏寇紀略』においても，
賊　河を渡り，汾州・懐慶を陷
せめおと
す。福邸徳昌王　諱は由崧，卽ち弘光なり　再び走り免
まぬが
るるも，
太妃と相い失う。河北・山東の諸王　寇を避けて南下す（嘉慶九年（一八〇四）照曠閣刊
『綏寇紀略』卷八・汴渠墊・二十二葉）。
と，「再び走り免
まぬが
るるも，太妃と相い失う」と記述しているからである。
さて，福王由崧が逃げ込んだ衛輝府も，崇禎十七年二月に潞王が出奔し陥落する。
［崇禎十七年二月］潞藩　總兵の卜從善と十九日に南行す。二十日，賊の權將軍の劉・智
將軍の陳永福　衞（衛輝府）に入る（康熙三十四年『汲縣志』卷十）。
この後，福王は南に向かう。『明季甲乙兩年彙畧』・『明季甲乙彙編』につぎのようにいう。
［崇禎十七年三月壬辰（四日）］福・周・潞・崇の四王　各々藩を棄てて南奔す（『明季甲
乙兩年彙畧』卷之一・「崇禎十七年三月壬辰（四日）」条・十三葉／『明季甲乙彙編』（卷
之一・「崇禎十七年三月壬辰（四日）」条）。
『國榷』によれば，三月己朔日には，淮安に近づく。そして，道中の費用として潞王に千金
を貸して援助したという。
三月己丑朔　淮安に薄
ちかづ
く。橐匱（旅費のことか）もて潞王に貸し千金を以て濟
たす
く（『國榷』
卷一百一・「思宗崇禎十七年三月己丑朔」条・六〇六六頁）。
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同治『山陽縣志』卷二十一・雜記二・「崇禎十七年三月・四月」条の所引の『淮城日記』・「路
振飛傳」には，つぎのように記す。
［崇禎十七年］三月六日，福・周
①
・潞・崇
10）
の四藩の避難船八十餘艘　［山陽縣西湖嘴
②
の］
河口に至る。［三月］八日，［路］振飛
③
及び撫寍（寧）侯の朱國弻　往きて見
あ
い［避難して
きた］故を問う。船小にして暗きこと甚し。時に周王　已に病む。福王　曰く，「孤（福
王由崧の自称）　河南の亂れてより後，國母と懷慶に寄居す。二月十六日，變を聞きて四
門　大いに啓かる。便衣（平服）もて母と偕に出行して東門に至る。門　閉じらる。久之，
乃ち出ずるに忽ち母の所を失う。在
い
今
ま
，此に至り，因りて泣き下る」と。是の日，四藩　
竝び集まる。［山陽縣］淸江浦の百姓　罷市す。［路］振飛　千金を以て㪔給し，市肆（市
鎮）　始めて安んず。十一日，周王　水次（船着き場）に薨じ，柩を民人の趙啓申の宅に
寓く
④
。十八日，福王　［山陽縣］湖㭰
すい
の生員の杜光紹の園中に寓（身を寄せる）す。
二十七日，王　鎭撫に馬各々二疋を饋る。四月五日，潞王　南下す。十九日，周王の柩　
南下す。二十二日，福王　啟行（出發）す（同治『山陽縣志』卷二十一・雜記二・「崇禎
十七年三月・四月」条の所引の『淮城日記』・「路振飛傳」／光緒『淮安府志』（卷四十・
雜記・二十二葉〜二十二葉）も同じ）。
①この周王は，周王恭枵のこと。太祖洪武帝の第五子の櫹を始祖とし，開封に藩を置く。李自成によって開
封が落城してからは，河南彰德府に滞在していた（『明史』卷一百十六・列傳第四・諸王一・太祖諸子一・
「周王櫹」条による）。
10）　この崇王が誰を指しているのかよくわからない。そもそも，崇王は，英宗の第六子の見澤を始祖とし，河
南汝寧府に藩を置いていた。当時の崇王を嗣いでいた由樻は，『明史藁』・『明史』によれば，
 　　崇禎十五年十一月（『明史』作「閏十一月」），李自成　汝寧を陷
せめおと
し，［崇王］由樻を執え去き，脅して襄
陽伯と爲す（『明史』作「僞封襄陽伯」）。［そして］，州縣の未だ下らざる者に降るを諭せしむ。［崇王］
由樻　從わず。之を［河南］泌陽城に殺す。弟の河陽王由材・世子慈煇・次子慈烺（『明史』無「次子
慈烺」）　皆な害に遇う（『明史藁』列傳第五・諸王三・「崇王見澤」条・十七葉：『明史』卷一百十九・
列傳第七・諸王四・英宗諸子・「崇王見澤」条もほぼ同じ）。
 とあり，崇禎十五年十一月に李自成に拉致され，河南泌陽で弟や息子とともに殺害されたという。
 　ただ，『南渡錄』には，弘光元年（順治二年）二月二十三日に「慈爚」が崇王を承襲したという。
 　　慈爚　崇王を襲封するを准
ゆる
す（『南渡錄』卷之五・「弘光元年（順治二年）二月丙子（二十三日）」条）。
 　やはり，『南疆逸史』にも，弘光元年（順治二年）二月二十三日に「慈㷍」が崇王に封じられたという。
 　　［弘光元年（順治二年）二月］丙子（二十三日）・・・・慈㷍を封じて崇王と爲し，福州府に駐するを命
ず（『南疆逸史』卷一・紀略第一・安宗・「弘光元年（順治二年）二月丙子（二十三日）」条）。
 　このことについて，徐鼒
し
は，『小腆紀年附考』（咸豐十一年〔一八六一〕成る）の「［弘光元年（順治二年）
二月丙子（二十三日）］，明封慈爚爲崇王」条で，つぎのようなことを述べる。
 　　攷えるに曰く，李自成の汝寧を陷
せめおと
すや，崇王由櫃を執えて州縣を降すを諭せしむ。［崇王］由櫃　從わず。
世子の慈輝と並びに皆な遇害（殺害される）す。封を嗣ぐ者は何人なるかを知らず。［『明史』］列傳・
世表　考う可き無し。而して弘光の南奔するや，舊史は皆な「福・周・潞・崇の四王」と云う（『小腆
紀年附考』卷第九・「［弘光元年（順治二年）二月丙子（二十三日）］，明封慈爚爲崇王」条）。
 　李自成が汝寧を落とすと，崇王由櫃を執えて，州縣に降れという諭を出させようとした。崇王由櫃は，従
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②馮夢龍（字は猶龍・耳猶・子猶，号は翔甫・墨憨齋・浪墨主人など。江蘇吳縣の人。萬曆二年（一五七四）
〜順治三年（一六四六）?。明・崇禎三年の歲貢生）の『甲申紀事』卷六所収の「淮城日記」（「［崇禎十七
年］三月初九日」条）に「此の時に至り，福・周・潞・恒
ママ
（年号の「崇禎」の忌避か）の四藩難を避け，
俱に湖嘴に［舟を］泊
とめ
る」とある。『江南通志』卷二十六・輿地志・關津二によれば，「西湖嘴市は，山陽
縣の運河の東岸なり。舟楫（船舶）の停埠にして，商賈　駢集（集まる）す」。
③路振飛は，崇禎十六年八月癸亥（二日）に「僉都御史・總督漕運・巡撫鳳陽」に擢せられる（『國榷』卷
九十九・「思宗崇禎十六年八月癸亥（二日）」条・五九八六頁による）。そして，崇禎十七年（一六四四年）
六月十四日に解任（『明季南略』（卷之一・「路振飛王燮鎭撫淮安」条の「起田仰代公撫淮」の批に「批云，
六月十四庚午，［路］振飛與田仰交代，即日遂行，士民挽舟悲慟」とあるによる）されている。崇禎十六
年（一六四三年）八月二日から崇禎十七年（一六四四年）六月十四日まで鳳陽巡撫であった。
④憑夢龍の『甲申紀事』卷六所収の「淮城日記」（「［崇禎十七年］四月朔」条）に「是の日，周藩　［淮安府
山陽縣の］湖嘴の趙家に薨ず」とあり，日付が異なっている。
崇禎十七年三月六日，福・周・潞・崇の四藩の避難船八十艘あまりが，［山陽縣の運河の東岸に］
やってきた。三月八日に鳳陽巡撫の路振飛（字は見白，号は皓月・三樹齋・白玉齋。直隷曲周
の人。天啓五年乙丑科（一六二五）三甲二十九名の進士）と撫寧侯の朱國弻とが拝謁して避難
してきた理由を尋ねた。船は小さくてたいへん暗かった。この時，周王はすでに病んでおられ
た。福王は「孤（福王由崧）は，河南が混乱してからは，母とともに懷慶に避難していた。こ
の二月十六日に變乱の知らせを聞いて，懷慶城の四つの城門は大きく開かれた。［福王由崧は］
わなかったので，子供の慈輝などと殺害された。ここで，崇王を承襲したのがどういう人物か分からない。『明
史』の諸王傳や諸王世表には記載されていないので，考えることができない。しかし，福王弘光帝が南下し
た時の記録には，「福・周・潞・崇の四王」といっている，という。
 　南明政権下で，崇王に封ぜられたのは，どのような人物が分からないというのである。ところが，『小腆
紀年附考』を書き上げた後に書かれた『小腆紀傳』で徐鼒は，つぎのようにいう。
 　　崇王慈爚，崇王由樻の次子，英宗八世の孫なり。崇禎壬午（崇禎十五年），闖賊　汝寧を陷
せめおと
し，［崇王］
由樻及び世子慈煇・妃嬪を掠（捕虜とする）し以て行く。甲申（崇禎十七年）春，慈爚　諸王と偕に南
奔す。命じて［浙江］溫州に居らしむ。乙酉（弘光元年）二月，［崇王を］襲封さし，命じて［福建］
福州に居らしむ。終事は詳かなる可からず（『小腆紀傳』卷第九・列傳第二・宗藩・「崇王慈爚」条）。
 崇王慈爚は，崇王由樻の次子で，英宗八世の孫にあたる。崇禎十五年に，闖賊が汝寧を陷
せめおと
し，崇王由樻や世
子慈煇や妃嬪などを捕虜として拉致していった。崇禎十七年）春，慈爚は他の王族とともに南下した。南明
政権は，浙江温州に滞在させた。弘光元年二月，崇王を襲封させ，福建福州に滞在させた。その終わりは，
詳らかにできない，という。
 　これは，文秉（字は蓀符，号は竺隖山人。江蘇長洲の人。萬暦三十七年（一六〇九）〜康熙八年（一六六九）
二月。六十一歳で卒す。國子官生）の『甲乙事案』に，
 　　崇王の二子に臺・處の二府に僑處するを命ず（『甲乙事案』卷上・「崇禎十七年六月」条）。
 とあるのと，
 　　崇王世子慈爚　温州に寓居す（『甲乙事案』卷上・「崇禎十七年十二月」条）。
 と記されていることによったのかもしれない。
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平服で母とともに出て東門に行ったが，門は閉じられていた。しばらくして出たが，たちまち
母の居所を見失ってしまった。いま，ここにやってきてそのことで涙している」という。この
日，福・周・潞・崇の四藩はふたたび集合した。山陽縣の淸江浦の人々はストライキを起こし
た。路振飛は，千金を供出して，町はようやく落ち着いた。十一日，周王が船着き場で亡くな
り，民間人の趙啓申の家に柩を置いた。十八日，福王は，山陽縣湖㭰の生員の杜光紹の家に身
を寄せる。二十七日，藩王たちは鎭撫にそれぞれ馬二匹を贈った。四月五日，潞王は南下した。
四月十九日，周王の柩も南下した。四月二十二日，福王由崧が出発した。
崇禎十七年三月六日，福王由崧は，周王・潞王・崇王らとともに八十艘の避難舟で淮安府山
陽縣の運河の東岸の湖嘴にたどり着く。十八日に淮安府山陽縣湖㭰の生員の杜光紹に邸宅に身
を寄せた。潞王は四月五日に南下し，福王由崧は四月二十二日に出発する。
すでに検討した陳爊の疏に，
靑浦知縣の孟津［出身の］陳爊　奏すらく，「・・・・今年三月二十五日，臣（陳爊）　淮
安に［福王弘光帝に］謁す・・・・（『國榷』卷一百二・「思宗崇禎十七年七月甲午（九日）」
条・六一二九頁）。
とあるので，福王由崧は三月二十五日には淮安にいたようである。
ただし，『國榷』では，四月丁丑（二十日）に淮安より南の髙郵に至ったとある。
時に王（福王由崧）の舟　髙郵に抵る（『國榷』卷一百一・「思宗崇禎十七年四月丁丑（二十
日）」条・六〇七七頁）。
『明季南略』所引の「甲乙史」には，つぎのようにいう。
『甲乙史』に云う，三月，福・周・潞・崇の四王　各々藩を棄てて南奔す。此れ初四日なり。
十一日，周王　淮安［府山陽縣］湖嘴
し
の舟中に薨ず。十八日，福王　［淮安府山陽縣］湖
嘴
し
の杜光紹の園に寓（身を寄せる）す。廿一日，潞・周の諸藩の行舟（航行してきた舟）
　皆な湖嘴
し
に泊
とめ
る。二十九日丁巳，淮上　始めて京師の陷いるを傳えらる。衆　猶お疑信
　相い半ばするがごとし。南京も亦た始めて戒厳す（『明季南略』卷之一・甲申四月五月事・
「赧皇帝」条）。
崇禎十七年三月に福・周・潞・崇の四王は，それぞれ封建された領地をすてて南下した。これ
は，崇禎十七年三月四日である。三月十一日に，周王は淮安縣湖嘴
し
の停泊中の舟の中で亡くなっ
た。三月十八日に福王由崧は山陽縣湖嘴
し
の杜光紹の家に身を寄せた。二十一日には潞王と周王
の諸藩は，航行してきた舟を山陽縣湖嘴に停泊した。二十九日に淮安一帯に初めて北京が陥落
したと伝わった。人々はまだ真偽相い半ばするようであった。南京でも厳戒態勢が布かれた，
という。
 （つづく）
